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論文審査の結果の要旨 
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本論文は、“A Composite Indicator for Assessing National Science, Technology and 
Innovation Performance: New Approach Focusing on Cross-Sector Linkages”（科
学技術イノベーションのパーフォーマンス評価指標：セクター間リンケージに焦点を
あてた新アプローチ）と題し， 7 章から構成されている．  
第 1 章“Introduction”は本研究の背景及び問題意識について述べる．科学技術イノベーションの
パーフォーマンス評価は多くの国にとって重要課題であり，欧州委員会をはじめ，多くの政府機関，
研究機関から指標が提案されてきたが，近年重要性を増しているセクター間あるいは国際間リンケー
ジについて適切な扱いがなされていないという現状の問題点が述べられている． 
第 2 章“Theoretical Framework”は，上記の課題を踏まえ，本論文の研究目的について，包括的
な科学技術イノベーションのパーフォーマンス評価にふさわしい測定可能な合成指標を提案し，その
有効性や具体的な利用方法を示すことであると述べる． 
第 3 章“Preliminary assessment”はナショナルイノベーションシステムの捉え方に関する既存
のモデルのレビューであり，経済協力開発機構（OECD）モデル，国連開発委員会（UNCTAD）モ
デルがレビューされる．また，グローバルレベル，地域レベル，国家レベルで科学技術イノベーショ
ン政策のレビューを行い，政策当局者が必要とする指標群の抽出を行っている． 
第 4 章“Developing a composite indicator”は本論文の提案する合成指標 STIPI を提案してお
り，これを構成する 5 領域 21 種類の指標の定義及びデータ源と，合成指標の具体的な計算方法が述
べられる． 
第 5 章“Verification of STIPI”は STIPI の有効性についてのべており，15 カ国を対象として，
既存の三つの合成指標及び OECD 等の国別評価報告書との比較検討を通じて，STIPI による評価
が，総合的な経済パーフォーマンス評価との一致度が最も高いことが示される． 
第 6 章“Utilization of STIPI”は STIPI の実際の適用事例について述べる．OECD 報告書でも，
また STIPI による評価でも最も高いパーフォーマンスを示す三カ国（フィンランド，シンガポー
ル，韓国）及びタイを例にとり，STIPI による数値的な評価とこれらの各国についての記述的な諸
分析が一致していることを示し，各国の政策当局者が STIPI を用いたパーフォーマンス評価を通じ
て有益な教訓の導出，自国の政策のモニタリングなどにあたって有益なツールとして活用できること
を示す． 
第 7 章“Discussion and conclusion”は本論文の提案する STIPI の適用にあたっての限界および
適用にあたっての留意点について述べるとともに，STIPI が今後ナショナルイノベーションシステ
ムの整備を図る諸国にとっても有益なツールであることが述べられる． 
よって、本論文は工学上及び工業上貢献するところが大きく、博士（工学）の学位論文として十
分な価値を有するものと認める。 
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